
学校教育施設

指定避難所

マンホールトイレ

人目に付きやすい場所 居住エリアの近く

災害時の応急トイレ

男女別 動線の分離

学校/生活区画や動線の計画
教育活動を早期に再開

避難所機能と教育機能

備蓄倉庫
行政の防災担当部局等 協議

安全な場所

屋外プールの水
可搬式のポンプ

トイレの洗浄水等に利用 生活用水の確保

保育所・幼稚園

乳児室の面積
1.65m2/人

保育室と兼用X

ほふく室の面積
保育室と兼用X

3.3m2/人

保育室・遊戯室
1.98m2/人

兼用OK

１階配置 保育室・遊戯室・便所

3歳児/保育室床面積 ４、５歳児より広く

便所の扉
100～120cm

見守れる高さ

飲料水用設備

手洗いや足洗いは別

足洗い場 床勾配；2～５％程度

手洗い場 高さ；床面から 40～50cm

幼保連携型認定こども園

幼稚園と保育園
両方の機能を持つ 都道府県から認定

教育・保育・子育て支援を一体提供

原則、2階建て 園庭は園舎と同一の敷地内→目指す

調理室
原則、独立させる 園内で調理、提供の場合

園児；20人以上 備えなければならない

学校運営

総合教室型 小学校；低学年

特別教室型

普通教科はクラスルームで行い、実験や実習の授
業は特別教室で行う教科教室型を採用した

小学校；高学年 理科、図工、音楽などを専用教室で

教科教室型

中学校、高等学校、大学

全教科の授業を専用教室で行う 生徒、学生が移動していく

各教科で専用の教室をもち、生徒が時間割に従って教室を 移動し
て授業を受ける

教室の形態・長所・短所校地・校舎の計画

通路；校舎全体の30～35％

校舎配置
低学年、高学年

ゾーン分離

上下足の履き替え方式
下足ゾーン側；上足入れ

上足ゾーン側；下足入れ

チームティーチング複数の先生が担当

無学年制学年の枠をなくす

プログラム学習
オープンスペース

フレキシブルな学習

各室計画

普通教室
7m×9m

1.6m２　（児童一人当たり）

特別教室
高学年の近く

理科室
小学校　2.0～2.5m2/人

中学校　3.0m2/人

図書室学校の中心に配置

職員室

廊下の幅員
片廊下；1.8m以上

中廊下；2.３m以上

教室の天井高さ
２.７m

基準；改正あり居心地のよさや落着き感に考慮

学校給食施設
調理室、調理従事員室　
食糧貯蔵室等児童一人当たり；０.１㎡/人

児童用の階段

踏面； 28cm以上蹴上げ； 15cm以上

幅；140cm以上

手すり；床からの高さ；110cm以上

手すり子の間隔；11cm以下

教室内環境

有効採光面積床面積の1/5以上

照度　200～750lx　　　　　
（５００lx以上）

換気；３～4回/h

屋内運動場（体育館）

バスケット2面並列
35m×45m程度（成人用）

32 ×41m程度（高校）

バレーボール
12.5m以上（センターライン）

10.５m以上（エンドライン）

屋内テストコート12m以上

長軸；東西方向

最低天井高；７m以上


